
 

 

１ 実践の目的 
 小規模校という特性を生かした教育活動

を展開し、授業においても児童が安心でき

る人間関係の中で学習を進めていけるよう

日々の研究に努めている。これまで「つなが

り」をキーワードとして研究を進めてきた。 

 昨年度、「子どもが切実に課題に向かう姿」

という点で課題が残った。児童にとって与

えられた課題は、自分の考えを持てなかっ

たり、そもそも何について考えたらよいの

か自分事として捉えられなかったりするな

ど、教師主導の授業になりがちである。児童

の「したい」「なりたい」「考えたい」といっ

た思いを十分に引き出すことが求められる。 

そこで、子どもの思いに添った学習課題

の設定を吟味し、考えを深め合える対話的

活動を設定し、深い学びを意識した実践を

積み重ねていきたいと考えた。また、単元の

言語活動を意識することで、学んだことを

生かし、より深い学びを実現できる。児童の

実態に合った言語活動の設定をめざした。 

 

２ 実践の内容 
(１) 児童の実態とめざす姿の明確化 

ア 学びアンケートの活用 

 学期毎に「学びアンケート」を児童に実施

した。アンケートの項目は、①先生は、あな

たのよいところを認めてくれていると思い

ますか。②授業で、「～したい」「～なりたい」

「～を考えたい」といった気持ちをもって

いますか。③授業では、めあてに向かって、

自分で考え、自分から取り組んでいますか。

④授業では、めあてに向かって、友達と話し

合っていますか。⑤学習した内容について、

分かった点や、よく分からなかった点を見

直し、次の学習につなげることができてい

ますか。の５点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのうち、質問②について、６月と１２月

を比べると、全児童が肯定的な回答に変容

した。「子どもが切実に課題に向かう姿」を

追求したことで生まれた変化であると考え

る。 

アンケートを実施することで、児童の実

態を把握し、どんな授業構成を組んでいく

か考える一助となった。また、否定的な回答

があった点については、担任が声をかけて、

その児童の思いを聞き取ることができた。 

 

イ 指導案への明記と全体協議 

 「学びアンケート」を生かし、指導案に「個

の実態とめざす姿」を明記した。それにより

授業者は、児童一人ひとりの実態を意識し、

児童に合った具体的な手立てを検討するこ

とができた。さらに、学習が進むにつれて児
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童の変容が明確になり、個々の成長を感じ

ることができた。また、事前検討会で実態と

めざす姿を職員間で共有し、本時後の全体

協議で「ねらいに対する児童の姿はどう変

容したか」という視点を新設したことで、

個々の変化をとらえることができた。 

 今後も少人数の利点を生かし、より児童

と向き合って実態を把握し、個別最適な学

びと協働的な学びの一体的な充実をめざし

て適切な手立てや配慮を選択・実践してい

くことに努めていきたい。 

 

(２) ICT を活用した研究の充実 

 授業支援システム（C-learning）や

Google Classroom を活用して授業実践や

日頃の悩みを職員間で共有してきた。研究

授業の当日のみ協議を行うのではなく、日

頃から授業に関することを話題に挙げ、全

職員で授業力向上に努めてきた。 

さらなる活用を目指し、学びになったこ

と、悩み、上手くいった実践などカテゴリー

化し、より活発に使用してきた。また、研究

している国語科にとどまらず、他教科で気

になったことや疑問に思ったことを投稿し、

交流を図った。 

研究を深めていく上で、日頃から授業に

ついて職員間で話し合うことは大変重要で

ある。こうした機会は職員の「より良い授業

をしたい」という思いを高めることにつな

がる。今後も職員同士で授業力を高め合お

うという意識の向上に役立てていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 実践の成果と課題 
(１) 児童の実態に合わせた手立て 

「高学年はこの語句を知っていて当たり

前だろう。」「低学年は１場面ごとに読み取

らせるべきだ。」こうした固定概念は児童の

実態を見えにくくしてしまう要因となりう

る。そうした固定概念に囚われることなく、

目の前にいる児童と向き合い、その子に合

った手立てを実践していくことが重要であ

ると考える。そのように考えたとき、手立て

は一般的なものではなく、その学級や個に

応じたものであり、教師はその都度適切な

手立てを選択していくことが重要といえる

だろう。 

 例えば、叙述よりも挿絵に注目しがちで

あった１年生に動作化という手立てを行っ

た。思い思いに動作化する児童に「どうして

そのように動いたの。」と問いかけ、叙述に

目を向かせることで、丁寧に読み進めるこ

とができた。この活動を繰り返すことで、児

童の理解は深まり、次第に自発的に叙述に

目を向けることができた。 

 指導案に「児童の実態とめざす姿」を明記

したことは、授業者が児童と向き合うこと

に大いに役立った。研究授業のように長い

時間をかけて教材研究を行っていると、没

＜授業予告の投稿と参観者のコメント＞ 

＜カテゴライズされた校内研究掲示板＞ 



頭するあまり、児童の実態を見失ってしま

う場合がある。教材研究の土台にあるもの

は、児童の実態に合った手立てであること

を改めて認識することができた。 

 

 (２) 児童主体の課題づくり 

 「子どもが切実に課題に向かう姿」をめざ

すために、児童が主体的に取り組む課題づ

くりについて検討してきた。 

 児童が書いた初発の感想は、内容が浅か

ったり、物語の本質からずれた内容だった

りすることがある。これまで、そうした初発

の感想は単元が進んでも触れられず、ただ

書いただけの活動になりがちであった。初

めて読んだ時点での感想が浅く、本質とず

れがちなことは想定できる。そこで、教師か

ら「どこを読んでそう思ったの。」と問い返

して叙述に目を向け、感想を深めさせ、話し

合わせることで、初発の感想の価値が高ま

っていく。こうした活動に、時間をかけて取

り組むことで、友達との考え方のズレや疑

問が生まれてくる。このズレや疑問こそが

児童主体の課題であり、学びに主体的に向

かう手立ての１つとして実践してきた。 

 具体的には、付箋と模造紙でまとめたり、

タブレット端末を活用したりした。さらに、

初発の感想は一文で書き、一人がいくつも

書いてよいとすることで、感想を書くこと

に苦手意識のある児童のハードルを下げる

ことができた。小規模校である本校は、多角

的な視点からの考えを集めることが難しい。

一文でいくつも書くことで、その課題を解

決する１つの手立てにもなった。 

 このように、児童が「考えたい。」「調べた

い。」「できるようになりたい。」といった切

実に課題に向かう姿勢や思いをもつことで、

主体的な学びが生まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 今後の展開 
「つながり」を深めることの大切さは、国

語科に限らず、他の教科においても同じこ

とが言えるだろう。今年度の研究の成果で

ある「児童の実態に合わせた手立て」を検討

することと「児童主体の課題づくり」を練っ

ていくことを他の教科でも実践したい。 

その際、各教科の見方・考え方を正しく理

解することが「つながり」を深める上で重要

だろう。見方・考え方とは、物事をとらえる

視点と思考の進め方や方向性である。国語

科では「言葉による見方・考え方」を働かせ

ることが重要であるように、算数科では「数

学的な見方・考え方」、社会科では「社会的

な見方・考え方」など、教科の特性に応じて

異なる。こうした、教科の特性と見方・考え

方を理解して授業づくりを行うことで、他

教科における「つながり」を深めることがで

きると考える。 

どの教科においても、日々の授業の中で、

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善を職員同士が連携し合いながら行

っていきたい。そのためにも、ICT を活用し

た情報交換や協議、職員室で授業や児童の

ことを話し合える雰囲気づくりを大切に、

今後の研究に向けて努力していきたい。 

＜５年 初発の感想を付箋でまとめる＞ 


